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序

 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を

 実施した藤島D遺跡の調査成果をまとめたものです。

 藤島D遺跡は山形県の北西部に位置する藤島町にありま

 す。月山を源流とする藤島川は町内の中央部を南北に縦断し、

 流域に肥沃な耕地を広げ日本有数の稲作地帯なっています。

 また庄内平野の中心部に位置するため、古くから交通の要と

 して発展してきた所でもあります。

 この度、都市計画街路事業藤島駅笹花線の改良に伴い、工

 事に先立って藤島D遺跡の発掘調査を2ヶ年にわたり実施

 しました。

 調査では、近世を主体とした遺構が確認され、これら遺構

 に伴って陶磁器などの多様な遺物が出土しました。出土品か

 らは当時の人々の生活を伺うことができ、生産地や流通を探

 ることができると思われます。

 埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた

 貴重な国民的財産といえます。この祖先から伝えられた文化

 財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと

 伝えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。その意

 味で、本書が埋蔵文化財保護の啓発・普及、学術研究、教育

 活動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係

 各位に心から感謝申し上げます。

 平成13年3月

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理事長木場清耕



例言

 1本書は都市計画街路事業藤島駅笹花線に係る「藤島D遺跡」の発掘調査報告書である。
 2調査は山形県庄内支庁建設部道路計画課の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財セン
 ターが実施した。

 3調査要項は下記のとおりである。

 遺跡名藤島D遺跡平成9年度登録
所在地山形県東田川郡藤島町中町

 調査主体財団法人山形県埋蔵文化財センター
 受託期間平成10年4月1日～平成13年3月31日
 現地調査平成10年9月16日～平成10年10月30日(第1次調査)
 調査担当者調査第一課長野尻侃(調査主任)

主任調査研究員尾形與典

調査研究員須賀井新人
調査員多田和弘

 現地調査平成11年9月13日～平成11年11月19日(第2次調査)
調査担当者調査第一課長野尻侃

 調査研究員須賀井新人(調査主任)
調査員多田和弘

 4発掘調査及び本書を作成するにあたり、山形県庄内支庁建設部道路計画課、山形県教育
 庁文化財課、藤島町教育委員会、庄内教育事務所等関係機関の協力を得た。ここに記して
 感謝申し上げる。

 5本書の作成・執筆は野尻侃・須賀井新人・多田和弘が担当した。編集は高桑弘美・犬飼
 透が担当し、全体については野尻が監修した。

 6委託業務は下記のとおりである。

 遺構の写真測量については、株式会社シン技術コンサルに委託した。
 木製品の保存処理については、帝京大学山梨文化財研究所に委託した。

 7出土遺物・調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管して
 いる。

噂



  凡例

  1本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

  SE……井戸跡SK……土坑SD……溝状遺構SX……性格不明遺構

  SP……柱穴RP……登録土器RW……登録木製品

  2遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書での番号として踏襲した。

  3報告書執筆の基準は下記のとおりである。

  (1)調査区概要図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は磁北を示している。

  (2)グリッドの南北軸は、N-21000ノーEを測る。

  (3)遺構実測図は1/40・1/80・1/300縮尺で採録し、各々にスケールを付した。

  (4)遺構実測図の土層断面中において、Sは礫石を、Wは木材を表す。

  (5)本文中の遺物番号は、遺物実測図・遺物図版とも共通のものとした。

  (6)遺物実測図・拓影図は1/2・1/3・1/6で採録し、各々にスケールを付した。遺物図版

  については、1/3を基本としたが一部は任意の縮尺である。

  (7)陶器拓影図で、器表面の拓本を断面左側に、器裏面の拓本は断面右側に表した。

  (8)遺物実測図(木製品)の漆器には2種のスクリントーンを付し、濃淡により赤漆(濃)

  と黒漆(淡)を区別した。

  (9)遺物観察表の出土地点欄で「F」は遺構覆土内出土を示し、底面密着のものは「Y」

  で表記した。また、計測値の()内数値は残存値を示している。

  ⑩遺構覆土の色調の記載については、1994年版の農林水産省農林水産技術会議事務局監

  修の「新版標準土色帳」に拠った。
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 調査の経緯

 Ⅰ調査の経緯

 1調査に至る経過

 藤島D遺跡は、都市計画街路事業藤島駅笹花線にかかる埋蔵文化財の分布調査により、平

 成9年度にその存在が確認された。試掘調査を実施した県教育委員会は、事業計画に変更が

 なければ遺跡の保存協議が必要になる旨の所見を、事業主体である庄内支庁建設部道路計画

 課に報告した。その後、事業計画と遺跡の取り扱い等について協議を重ねた結果、計画路線

 の変更が不可能なことから、発掘調査による遺跡の記録保存を図ることで調整が進められた。

 そして事業の進捗に併せ、平成10年度に事業実施予定地にかかる第1次調査を、翌11年度に

 これに継続する事業区を対象にした第2次調査を実施すること運びとなった。

 遺跡発見の契機となった平成9年度の分布調査では、過去の整地等が原因して遺跡の主体

 時期と考えられる中世の遺物包含層は、ほとんど削平されて遺存していないものと推測され

 た。しかし、遺跡は「藤島城跡」の東側に位置し、東側の堀跡外側にほぼ隣接する地点と想定

 されることから、南北朝時代から戦国時代を経て近世にわたる遺構が存在すると予想された。

 発掘調査に至るまでの協議等は以下のとおりである。

 ◆山形県知事より県埋蔵文化財センター理事長あてに、「藤島駅笹花線都市計画街路事業の

 実施に伴う地区内の埋蔵文化財発掘調査」の依頼(H11/2)

 ◆県埋蔵文化財センター理事長より山形県知事あてに、発掘調査を実施すること及び経費

 見積りの回答(Hll/3)

 ◆県土木部管理課と県埋蔵文化財センターとで「埋蔵物発掘調査業務の委託契約」を締結

(H11/4/1)

 2調査の方法と経過

 《第1次調査》

 現地調査期間は平成10年9月16日から10月30日までの31日間である。調査対象面積は880r㎡

 であり、東西に長い調査区のほぼ中央を排水路が南北方向に縦断することから、これを境に

 東側をA区、西側をB区と呼称した。当初の計画では調査区全域について同時進行する予定

 であったが、一部がB区にかかる藤島郵便局移設工事の遅れによりA区を先行、B区は工事

 完了しだい着手する工程に改めた。

 A区は9月17日からの表土除去後に、計画路線のセンター杭を基準とした方眼区割りを

 行った。その後、面整理を繰り返して遺構検出に努めたが、北上した台風の影響を受けて降

 雨の日が続いたため、排水を繰り返しながら地区毎にプランを確認し掘り下げを実施して

 いった。郵便局の移設が終了したのを受け、遺構精査と併行しながら9月30日よりB区の表

 土除去を開始した。B区は10月5日～7日にかけ遺構検出を行い、8日からはA・B区とも

 遺構の掘り下げに専念した。各遺構の埋積状況を記録しながら掘り進め、27日までに大半の

 遺構について完掘できた。28日には委託業務として遺構の写真測量を実施している。この間、

 13日に藤島町文化財調査委員会の現地視察があり、28日には事業者および町教育委員会等の
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 関係者を対象にした調査説明会を開催した。29日に遺構内出土遺物を取り上げた後、現地引

 き渡しを行って30日に調査を終了した。

 《第2次調査》

 第2次調査では事業範囲のうち、現道を含む1,400niを対象とした。発掘調査により交通を

 遮断できないことから、調査区内を二分割して県道の通行を確保しながら交互に調査する方

 法を採った。現地調査は平成11年9月13日に開始し、主に現道の拡幅部分に当たる計画路線

 の北側を先に実施した。北側区域(C区)にも現道の一部が含まれており、舗装の撤去等が

 未施工なことから、県道以外の部分を先行して調査した。調査区は家屋への出入り通路や排

 水路を残しながら設定しなければならず、また現道地下に埋設された水道・ガス管等の存在

 から、調査区内を6カ所に細分している。プラン検出後、9月28日から遺構精査に入った。

 土層断面図等の諸記録を行いながら、10月8日にこの区域の調査を終了している。

 現地引き渡し後、この北側部分に現道に替わる仮設道路の取り付け工事を経て、約1ケ月

 後のll月2日より南側区域(D区)の調査を再開した。C区同様に周辺宅地への通路の確保、あ

 るいは地下埋設物により掘削部分を分断せざるを得ず、調査区全体の内容が把握しづらい現

 状であった。5分割したD区では、東側部分がすでに地山面まで破壊されており遺構検出が

 不可能なことから、状況確認後にこの部分の埋め戻しを行っている。断片的ながら中央部か

 ら西側について調査を進め、掘り下げがほぼ終了した11月16日に調査説明会を実施した後、

 19日までに諸記録を終えて現地調査を完了した。



 II遺跡の概観

 1地理的概要

 遺跡は藤島町の市街地である中町に所在する。現在の地目は主に宅地となっており、標高

 約12mを測る。藤島町は山形県の北西に広がる庄内地方のほぼ中央に位置し、町域の大半は

 平野部でその面積は約4,000haに及ぶ。特に西部域は赤川・藤島川・京田川などによって潤さ

 れた広大な河間低地を形成しており、この肥沃な耕地を利用して日本有数の稲作地帯となっ

 ている。町の南東部には出羽三山の羽黒山や月山を望み、その月山を源流とする藤島川は、

 町内の中央部を蛇行しながら北流して京田川に合流1さらに河口付近で最上川と合流して日
 本海に注ぐ。藤島川の中・下流域では自然堤防状の地形が発達しており、周辺には縄文時代

 から近世までの遺跡が数多く確認されている。

 現在の表層分布から庄内平野は第三期の末まで入江であったが、土地め上昇と諸河川の下
 流における扇状地の形成と相まって、河口付近に多くの土砂が堆積した。このため三角州が

 発達するに至り、基盤層は第四期沖積層の地質を呈している。
 2歴史的概要

 藤島町域で現在までに確認・登録されている遺跡は50箇所余を数える。その内、奈良・平

 安時代以降の遺跡は藤島川周辺に集中している。藤島の地は古代から陸上交通の要であり、

 諸方面に通じる道路が発達していた。また、陸路のみならず藤島川による水運も開けており、

 北上すると最上川に合流するため、酒田港を通じて諸国との交流が盛んに行われていた。こ





 のように水陸交通の要衝として、また穀倉地帯の中心的拠点として好条件を備えた立地環境

 であったと言える。

 こうした理由から、南北朝および戦国時代には戦略上の重要拠点として激しい領地争いが
 繰り返された。14世紀前半、この地の防衛拠点として藤島川を堀の一部とした藤島城が築城

 された。南北朝時代には南朝方の葉室氏の支配下に置かれ、北朝方の上杉氏と合戦を繰り広

 げていた。14世紀中葉には地元豪族である土佐林道俊が藤島城主に任命され、室町時代の終

 盤に武藤氏との争いに敗れるまで土佐林氏が支配した。しかし、武藤氏は山形の最上義光に

 滅ぼされ豊臣秀吉の命により上杉氏の所領になるなど、16世紀後半には目まぐるしく領主が

 交替している。そして関ヶ原合戦の際、義光は上杉氏の所領であった庄内を攻略し、そのま

 ま領主となって家臣の新関因幡守を藤島城主に据えた。因幡守は潅漑施設の開発に力を入れ、

 藤島城の東側に位置する因幡堰をはじめ多くの堰を開拓している。その後、1615年の一国一

 城令により廃城となり、藤島は最上氏の改易ののち鶴ヶ岡城主の酒井氏の所領となった。

 藤島城跡の発掘調査はこれまで6次に亘り行われている。出土遺物には茶臼や火薬の調合

 の際に使われたと考えられる石臼などがあり、中世の武家社会の様相を彷彿とさせる。現在ノ

 は県立庄内農業高校として利用されており、本遺跡はその南東に隣接する位置関係にある。

 藤島川を挟んだ対岸には慶長年間の藤島城籠城の際に築かれたと伝られる向館跡、また南方

 には土塁の一部が残存する法眼寺館跡があり、藤島城の防御強化の支城であったと考えられ

 ている。



 Ⅲ検出遺構

 1遺構の分布(第3図)

 第1次調査区(A・B区)では、遺構の集中箇所が2箇所で認められた。すなわち、A区

 東半部とB区中央東寄りの区域である。この部分は地盤が安定しており、他の希薄区域と比

 較すれば微高地状を呈していると認識できた。特にB区西半は西へ向って地山層が徐々に落

 ち込んでおり、厚い整地層が堆積する状況であった。検出された主な遺構は、井戸跡2基・

 溝状遺構12条・土坑46基などである。これら遺構にはかなりの重複が認められ、また宅地の

 基礎や近代の撹乱等により一部破壊を受ける部分もあった。なお、遺構確認面までの基本層

 序は表土=整地層(Ⅰ層)、旧耕作土(Ⅱ層)、部分的に遺存する遺物包含層(Ⅲ層)の3層順
 が識別できた。

 第2次調査区(C・D区)は埋設物や通路確保等のため、調査区を分断して設定せざるを

 得なかったことから、遺構の分布も判然と捉えられなかった。1次調査区に隣接する東側(C

 6区)は地盤が低く、性格不明な落ち込みやが多い。また、南側(D区)は調査区域の制限

 もあり、連続しない東西方向の溝状遺構を認めるのみであった。したがって、面的広がりか

 らある程度のまとまりとして把握できたのは北西部(C1・2区)に限られた。この区域を主

 体に登録した遺構は、井戸跡1基・溝状遺構6条・土坑53基などである。北西域では遺構群

 に重複関係がさほど認められず、近接した時期での構築と判断された。

 2第1次調査検出遺構

 井戸跡(第4図)調査で井戸跡と確認されたのは、SE64とSE71の2基である。

 SE64はA区北辺A-5グリッドに位置する井戸跡で、北半部が調査区外にかかるため半

 円状のプランで検出した。掘り方は未検出部を含め、直径150cm程の円形を呈すると推定され

 る。深さは確認面から40cm余と浅く、中央部が一段深く掘り込まれる形態を呈し、この部分

 に井戸眼と理解される木製品が据えられていた。井戸眼は長さ約15cmの短い板を桶状に組ん

 だ構造のもので、9枚の板で半円を形成しており、外周は竹製のタガが巻かれていた。掘り

 方の中央部はこの外径に合わせて窪められており、井戸眼の大きさは径100cmを測る。掘り込

 みは浅いものの掘り方底面の地山層は砂質で、調査中も湧水を認めた。

 SE71はB区東寄りのB-10グリッドにおいて検出され、木製井戸眼および竹製水道管の

 施設を持つ井戸跡である。プラン確認時は検出長11m・幅100cm内外の溝状遺構と認識された

 が、掘り下げにより東端部に井戸眼を据えた井戸施設を埋設する掘り方と判明した。掘り方

 の深さは検出面から約80cmを測り、井戸眼設置部で底面が北上がりに傾斜している。井戸眼

 には径・高さとも60cm程の木樽を用いている。樽に底板は伴わなかったが、内部に一回り小

 径の底板が遺存していた。樽は幅10cm内外の側板19枚で一周し、上中下3段のタガによって

 組み止めている。下方には竹管を通すための円孔が2箇所に開けられており、北と西方向に

 竹管を継いだ水道が確認された。また、これら取出口とは別にその中間部(北西方)にも円

 孔が設けられ、木製の栓により塞がれていた。掘り下げ面付近は常に湧水があり、覆土は黒

 褐色基調の砂質土である。遺物は磁器片が数点と、井戸眼内の覆土から寛永通宝1点が出土

 している。
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 溝状遺構(第5・6図)12条登録した内、ここではSD23・24とSD75、およびSD75と

 重複するSX76について概述する。

 SD23・24(第5図)はA区東端部に位置し、南北方向に縦断する溝跡である。重複関係に

 あり、断面観察によってSD23がSD24を切っていることが解った。プラン検出時は平行す

 る2条の溝跡として確認したが、掘り下げの結果により中間の地山と認識した部分も覆土で

 あることが判明した。SD23の規模は検出長9.5m・最大幅2.5mで、深さは検出面から70～
 90cmを測り、南側がより深くなる。調査では中央部分について掘り下げを行っているが、覆

 土の堆積状況等から東側の壁面はより外側に広がるものと判断された。断面観察でSD24の

 覆土は水平堆積を呈しているのに対し、SD23では周囲からの流れ込みの様相が認められた。

 遺物はSD23から珠洲系陶器(第19図4・5)、かわらけ(第29図118・119)、土製品(第31図139)、

 石製品(第31図144・146)等が出土している。これら遺物の特徴から遺構に与えられる年代

 は、15世紀代の所産と考えられる。

 SD75(第6図)はSE71井戸跡と関連し、水道となる竹管を埋設するために掘られた溝状

 の遺構である。B区中央域においてSE71から西方向に延び、B区南辺までの検出長は約10

 mを測る。不整な大型長方形状を呈するSX76と重複関係にあり、これを切っている。竹管

 埋設面のレベルは一定していて、ほぼ水平を保って設置される。竹管は径6cm程のもので、

 途中には竹管を継ぐための木製の枡が施されていた。枡は一面35x20cmの立方体で、この間

 の竹管1本の長さは約4.2mを測った。SD75以前の構築と判断されるSX76は、炭化物や焼

 土を含む覆土が埋積する大型の遺構である。北辺は他遺構との重複もあり、そのプランが判

 然としない。掘り込みの深さも一定せず、底面には起伏や凹凸が認められる。本遺構からは

 最も多くの遺物が出土しており、全体量の23%を占めた。種別・器種は近世陶器の甕・擂鉢

 類、碗・皿等のほか仏飯器や水滴を含む磁器、コンロや手あぶり等の瓦質、土製人形に古銭

 など多種多様な内容である。これら遺物は15世紀から20世紀初頭までの範疇に属するもので、

 主体的な年代は18世紀後半～19世紀代と捉えられた。

 土坑等(第7～12図)実測図掲載した遺構の内、ここでは主として時期推定可能な遺物が

 出土したSK39・SK94・SX107についてその概要を記す。

 SK39(第10図)はA区中央の南辺C-4グリッドに位置する土坑で、その南域は調査区外

 にかかる。北辺の長さが約340cmを測り、検出された平面形から竪穴状の隅丸方形を呈する形

 態と推測された。掘り方では北東角部が段を形成して、また西辺部は底面まで垂直的に掘り

 下げられ、プラン確認面から底面までの深さは60cm前後である。北・東部は各々SK40・S

 X38と重複している。覆土は黒褐色砂質土を基調としており、3層に区分された。本遺構か

 らは時期推定遺物として珠洲系の擂鉢片(第19図6)を認めた他、底面密着の状態で漆器椀(第

 43図1)が出土している。遺物から推測される時期は16世紀代と捉えられ、遺構の構築や廃

 絶も同年代と考えて大過ないと思われる。

 SK94(第11図)はB区中央部、B・C-12グリッドに位置する土坑である。東端部でSD

 77溝状遺構と重複関係にあり、これを切って掘り込まれる。平面形は径140cm程を測る略円形

 で、検出面からの深さ約80cm、断面形が逆台形様を呈する。全周において急激に掘り込まれ、

 底部はほぼ平坦である。断面観察における覆土の埋積状況は、中央部に落ち込む自然堆積の
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 様相と理解される。遺物は最下層を中心に18世紀代に比定できる磁器が最も多く出土してお

 り、器種には坏・碗・皿・徳利・口紅皿などがある。その他にも近世陶器(第19図10、第20図

 15)、玩具類(第29図114～116)、瓦質(第30図128)、土製人形(第31図141)、砥石(第31図145)

 などがあり、年代的には18世紀初頭～19世紀後半に属するものであった。

 SX107(第12図)はB区中央の北寄り、B-11グリッドに位置している。プラン確認時の平

 面規模は東西230cm・南北400cm程の大きさで、隅丸長方形状を呈している。掘り込みに見ら

 れる凹凸や形態あるいは断面観察から、複数の遺構が重複しているものと判断された。重複

 は北半部で認められ、楕円形状の土坑5基程の切り合いと推定される。深さも一様ではなく、

 全体で7箇所の底面レベルが異なる落ち込みが存在する。遺物はSX76に並んで出土量が多

 く、全体数の約22%を占めた。甕・擂鉢の陶器類、坏・碗・皿・徳利・口紅皿・レンゲ等の

 磁器類、焙烙・風口・手あぶり・炭甕・炭壷蓋の瓦質類、石製品の硯、椀・曲物・箸などの

 木製品といった多様な種別・器種が存在した。また、SX76出土遺物と接合する事例(第26図

 89)が認められた。年代的には19世紀代のものが主体と捉えられるが、15世紀に溯るものか

 ら近代に属するものまで、時期幅の広い内容のものが含まれていた。

 その他、A区のSK36・45・61およびB区のSK74・84・91等の各土坑から、少量ながら

 実測掲載できた遺物が出土している。















 3第2次調査検出遺構

 井戸跡(第13図)調査で井戸跡と確認されたのは、井戸眼と考えられる曲物が検出された
 SE250である。C1区の中央部B-35グリッドに位置し、他遺構との切り合い関係はない。径

 90cm内外の不整円形を呈している。全周において急激に掘り込まれて底面に至り、底面西側
 に曲物が設置されている。この部分は円形状に一段深く掘り込まれ、曲物底までの深さは検
 出面から46cmであった。井戸眼と推測される曲物は径34cm・高さ15cm程の大きさであったが、
 欠損した痕跡が認められ、本来の高さとは異なるものと理解された。半截した土層断面では
 垂直方向に覆土の別が観察され、掘り方埋土と井戸眼内堆積土の相異と想定された。構内か
 らの出土遺物はなく構築時期等の推定は困難であるが、周辺包含層の出土遺物から察して19
 世紀代の所産と考えられる。

 溝状遺構(第13～16図)溝状遺構は6条を検出している。ここでは、藤島城外堀(二の丸)の
 一部の可能性も考えられるSD222他について概述する。

 SD222(第13図)は、C2区西側において確認されたし字形の溝跡である。調査区壁際での
 検出であったため、全体の規模等は不明である。検出幅は最大4.2mで、さらに南・西側への
 広がりが予想される。調査区は現県道沿いであったことから、崩落防止のため壁際を除いて
 掘り下げを実施している。検出面上では、後世の産物である用途不明の木樽が2基遺存して
 いる。溝跡の深さは掘り下げ部において70～80cmまで確認したが、壁際に向かってさらに深
 くなる様相が窺い知れた。覆土は主に泥炭性の粘質土が堆積しており、木片等の未分解有機
 物を多量に含んでいた。本遺構は規模やL字に曲がる形態などの特徴から推察して、藤島城
 の外堀に当たる可能性が指摘されるが、年代を比定できる出土遺物がないため推定の域を出
 ない。

 C1区北西部に位置するSD255(第14図)は、舌状に伸びる溝状の掘り込みである。東端が

 丸く収まる形状で、西側は調査区外へ続く。西側へ行くほど深さが増し、底面の傾斜が認め
 られる。東端部には径80cm程の木樽が、検出面からやや浮いた状態で遺存している。出土遺
 物は磁器の細片がほとんどで、時期を判断できる資料はない。

 その他、D区検出のSD265・274やC6区のSD205等の溝跡は、明治期の地籍図に見られ

 る水路跡と考えられるものである。

 土坑等(第17・18図)C1・2区を中心に、53基の遺構を土坑として登録した。形状や規
 模・掘り込みの深さ等様々であるが、構内に遺物を伴うものは極く少数であった。以下に、
 実測図掲載した何基かについてその概要を記す。

 SK230(第18図)はC1区東部中央において検出された土坑で、東側に隣接するSK228と
 重複関係にある。長径130cm・短径74cmを測る8の字状の楕円形を呈し、急激に掘り込まれる
 ため周壁の立ち上がりが垂直的となる。確認面から70cm程で底面に至り、底面には人頭大の

 礫3個が認められた。本土坑は平面規模に比較して深く掘り下げられることが特徴で、底面
 のグライ化した砂質層からは恒常的に湧水があった。これらの事由から察して、素掘りの井
 戸跡の可能性も考えられる。なお、黒色粘質土を基調とした覆土内を含め時期を推定できる
 出土遺物がなく、構築年代等は不明である。
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 C3区で検出したSK201(第17図)は、方形様を呈する竪穴状の遺構である。東西190cm・

 南北230cmの大きさで、約50cmの深さを測る。3層からなる覆土は、黒色粘土層の間に黄灰シ

 ルト層を挟む水平な堆積状況を示し、水位の変動が原因した結果と理解される。粘土層はS

 D222同様、炭化物や未分解有機物に富んだ腐植土である。底面西側からは、遺構に伴うと想

 定される中板を要する木樽が検出された。

 SK221(第17図)はC2区のA-31グリッドに位置し、略円形を呈する土坑である。他遺構
 との重複はなく、径120cm内外・検出面からの深さ46cm程を測る。掘り方は全周において均等

 な傾斜で行われ、ほぼ平坦な底面に至る。5層の別に分けた覆土は、基本的に黒色土・黒褐

 色土・褐色土の3層準からなる。

 C1区B・C-35グリッドに位置するSK241(第18図)は、隅丸方形のプランを持つ土坑で

 ある。南北長軸175cmを測る平面規模を有し、南東隅部でSK240と切り合い関係にある。深

 さ40cm前後で、底面はほぼ平坦である。廃棄後、遺構の北側から埋まっていった様相が覆土

 の堆積状況から判断され、覆土には4層の別が観察された。

 SK248(第17図)はC1区北辺中央域で検出した。長径160cm・短径140cmを測り、平面形が

 隅丸長方形となる土坑である。掘り方は検出面から10cm程下げられた後、底面中央部がさら

 に楕円状に落ち込み、最深部までは約30cmの掘り込みがなされる。3層からなる覆土は自然

 堆積の様相が窺われ、中央部に落ち込む形状に沿って埋積していったと理解された。遺物は

 近世磁器の細片が数点出土したが、時期を特定できるものではない。







 IV出土遺物

 1第1次調査出土遺物

 第1次調査では、土器・陶器・磁器・瓦器・土製品・石製品・金属製品・木製品など多様

 な中近世の遺物が出土し、数量的にコンテナ20箱に相当した。その分布は遺構のそれと軌を

 一にしていると捉えられ、特にB区所在のSX76・107の遺構内から多くの遺物が出土した。

 これらの年代は15世紀から20世紀前葉までの範疇で、主体的時期は18世紀後半～19世紀代に

 属するものであった。以下では、種別ごとに遺物の特徴等を記述する。なお、遺物個々の属

 性等については観察表(表3～11)を参照されたい。

 かわらけ(第29図118・119)

 SD23より破片資料で2点出土している。口径90㎜程の小型のもので、ロクロ成形品であ

 る。底部が遺存する118は回転糸切りによるもので、119の外面には指押痕が観察される。胎

 土は精製されているが、一部に砂粒の混入が認められる。118の口縁部内外面に煤が付着して

 おり、燈明皿としての使途が窺われる。年代的には、15世紀代の所産と考えられる。

 陶器(第19～21図)

 中世陶器の珠洲・古瀬戸、近世陶器の瀬戸・肥前・唐津・萩・備前・大宝寺の各地製作品

 が出土している。

 中世陶器の珠洲(1～7)の器種に甕・擂鉢がある。甕は口縁部および体部の小破片であり、

 内外面調整は平行タタキ・楕円アテによって行われる。擂鉢も全形の判明する資料はなく、

 摺り目の単位が10条と12条のものが認められる。9は古瀬戸の卸皿である。口縁部の細片で、

 自然紬が認められる。

 近世陶器の瀬戸(11・12・15・22)には碗・皿・壷・甕の各器種がある。碗・皿は口径115㎜

 前後のもので、11の内面に草花サビ絵が、12の見込みに菊文型押しが施される。唐津焼(13・

 23～25)の器種には碗・甕・捏鉢がある。13はケズリ出し高台を有する輪花型の碗で、飴釉が
 施される。24は捏鉢の口縁部資料で、灰釉が施され、外面に波型を呈する刷毛目痕を有する。

 21は器種不明であるが、萩焼の染付けである。透明釉が施され、文様は筆描きによるもので

 ある。34～37は備前焼の擂鉢である。法量の相異から大・小の2種に分類され、前者は口径

 310㎜を超えるもの、後者は235㎜内外を測るものと認識される。大宝寺焼(17・26～30)には

 甕と筆筒が認められた。褐釉または海鼠釉が施され、17の筆筒は口縁に打痕があり、後に灰

 落としに転用されたと考えられる。

 磁器(第22～29図)

 近世の国産品で、坏・碗・皿・徳利・蓋(身)・紅皿・レンゲ・仏花瓶・仏飯器などの各器

 種が出土している。

 坏・碗では瀬戸および肥前産が大半を占め、唐津と伊万里のものが数点存在する。39～43

 は瀬戸の坏である。39には焼継ぎ痕が認められ、42の底部には「玩品」の銘が打たれる。72の

 碗は、端反型を呈する形態的特徴が窺われる。44～57・59～70は肥前の坏・碗である。47は
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 底部に「大明年製」の銘が打たれる。50～52は波佐見の「くらわんか碗」である。53～55は筒

 型形状の湯呑み茶碗で、見込みにはコンニャク印判が認められる。59はⅢ期、17世紀後半に

 比定されるもので～外面文様に網目文が施される。63は広東碗で、焼継ぎ痕が認められる。

 丸型形態の66は、その特徴から村木窯の所産と判断されるものである。58は伊万里の赤絵茶

 碗で、鮮やかな色絵が特徴的である。方格区画内に「寿」の文字が認められる。71は唐津の平

 茶碗で、体部は直線的に外傾する。鉄釉によって全面施釉される。

 皿は瀬戸・肥前の他、有田の色絵皿が出土している。73～76・78・88は瀬戸の皿で、口径

 100㎜前後のものと200㎜超を測る大小の2種を認める。73・74は輪花型の口縁形態を呈すも

 ので、73の底部には「成化年製」の銘が入る。75は見込みに「渦福」の略書がある。76の染付

 けは、片刷り紙絵付けによるものである。78の外面には「富貴牡丹花」の銘が認められる。88

 は輪花型の大皿である。肥前の皿(77・81～86・89・90)には、法量的な大・中・小が存在す

 る。蛇の目高台を持つ83は、波佐見の「くらわんか皿」で釉ハギを有する。84はIV期に位置付

 けられる中皿である。90は口径148㎜を測る段重皿で、梅花散文が施される。有田焼の色絵皿

 14号である87は、口縁が輪花型となる。

 91～94の4点は瀬戸の徳利である。91・92は遠山山水絵柄の揃い徳利で、92の底部には「

 兵」の墨書鎗が記される。109は肥前の御神酒徳利と思われる。

 蓋身(95)と蓋3点(96～98)は、肥前焼のものである。96には青白釉が施され、蛸唐草文

 が描かれる。17世紀末の年代観が与えられるものである。

 99・100は対になる備前の口紅皿で、白色釉が手持ち掛けによって施される。101は肥前の

 紅皿で、102はそれとセットになる蓋である。

 その他、文房具の水滴(104・105)、仏花瓶(106～108)、仏飯器(110～113)、玩具の類(115

 ～117)が出土している。104は型押し成形される箱型のもので、箪笥様である。105は鷹型品

 の頭部資料である。108は灰釉が施され、有田焼の青磁かと思われる。112は有田色絵である。

 玩具には仏花瓶・御神酒徳利・鉢・福助人形が認められた。

 瓦質土器・陶器(第29～31図)

 在地系もしくは江戸在地系のもので、19世紀代の産物である。瓦質土器の器種に焙烙(120

 ～122)、コンロ(123～125)、風口(126)、七輪(127)、手あぶり(128・129・133)、火鉢(130)、

 炭壷(131)・甕(132)とその蓋(134～136)などがある。128は口縁部と体部中央に側帯があり、こ

 の部分に褐釉が施される。また、二対ある把手には獣面彫刻が施される。137は擂鉢で、赤褐

 色胎土の瓦質陶器である。

 土製品・石製品・金属製品(第31図138～148)

 土製品では型押し成形の雛人形が4点出土している。138は官女、139・140は内裏雛、141

 は母子像と認識される。

 石製品では硯2点(142～143)と、砥石3点(144～146)が認められた。

 金属製品では寛永通寳(147・148)が2点出土している。
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 2第2次調査出土遺物

 第2次調査で出土した遺物の種別は、陶器・磁器・瓦質土器・石製品・木製品・骨格器な

 どがあり、数量的にはコンテナ18箱に相当した。遺物の分布状況は第1次調査と異なり、遺

 構に伴うものは極く少なく、大半のものが包含層から出土している。年代的には1次調査同

 様、18世紀後半～19世紀が主体と捉えられたが、藤島城に関わる14世紀代の遺物も若干数確

 認された。以下では、種別に沿って遺物の特徴等を概述する。

 陶器(第32・33図)

 中世に帰属する珠洲、近世陶器の唐津・備前・相馬・大宝寺などの各地製作品が出土して

 いる。1は珠洲系陶器大甕の口縁部資料である。肥厚してくの字状に屈曲する目縁形態が知

 られ、外面の口縁直下から平行タタキ目が観察される。14世紀代に比定され、本遺跡から出

 土した遺物の中で最も古いものである。

 2は唐津の碗、4・7は鉢である。4は八角鉢で灰釉が施され、底部には墨書による銘が

 認められる。口径386㎜を測る大型品の7は体部が外傾して大きく開く形態で、内面に波濤状

 の刷毛目文が施される。3・5は相馬の土鍋と鍋蓋である。5の土鍋は口縁にのみ白色釉が

 施釉されるもので、外面には煤が付着している。6は大宝寺焼の小壷、9・10は湯通し、11

 は甕である。海鼠釉が施されるが、6は内面と口縁部にかけて施釉される。なお8は、白釉

 が施される染付けの湯通しで、在地系の製品である。11の甕は、外面の釉が火被りによって

 変色している。12～15は擂鉢で、12が備前系、その他は在地系の所産と認識される。

 磁器(第34～42図)

 近世の国産品で、坏・盃・碗・碗蓋・皿・鉢・徳利・紅皿・仏飯器・香炉などの各器種が

 出土している。

 坏(16・17)は緑釉が施される青磁で、16は肥前産と思われる。17には貫入が認められる。

 19・20は瀬戸・美濃産の盃である。

 碗には瀬戸・肥前・有田・伊万里のものが認められる。18」22・27～31は瀬戸の碗である。

 22の底部には「青山年製」の銘が入る。31は端反型の器形を呈し、30は形態的特徴から蓋を伴

 うものと判断される。23は有田の碗で、24の蓋はこれと対になると思われる。双方とも色絵

 による花鳥図などが描かれる。25・26は伊万里の碗で、松竹梅などが赤絵で描かれる。

 皿は瀬戸(35～37・44～47・49)と、肥前(32～34・38～41)のものが目に付く。他に、伊万

 里(42)と有田(43)のものが存在する。形態的に輪花型を呈する32・38・47・48、方角型の36、

 変形型となる42、平型の43、浅胴丸型で段重皿となる41などが特徴的である。38・45・47は

 蛇の目高台を有する。39・40は見込みにコンニャク印判が押される。49は外面に七言絶句と

 考えられる「風門外水流柳口」の銘が認められる。

 5点掲載した鉢(50～54)は、50が瀬戸、51・52が伊万里、53・54は肥前産のものである。

 これらは口縁形態が輪花型を呈しており、蛇の目高台を有している。

 蓋には瀬戸(55・56)と伊万里(57)があり、3点とも形態と法量が異なるものである。57は

 19世紀前半の古伊万里に属し、底部に「冨貴長春」の銘が入る。
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 58～62は肥前の徳利で、59と61は染付け絵柄から揃いになるものである。63～65は肥前の

 紅皿である。白紬が施され、蛸唐草型押し文で共通する64・65は対になると思われる。

 その他、ミニチュアの壺や桶といった玩具の類(66～68)、仏飯器(69)、香炉(70)が出土し

 ている。仏飯器は肥前、香炉は伊万里のものである。

 瓦質土器・石製品・骨格器(第42図71～77)

 瓦質土器では、火鉢(71)とコンロ(72)が出土している。いづれも19世紀代の江戸在地系に

 比定され、火鉢の把手には獣面彫刻が施される。

 石製品には、戸車(73・74)と硯(75・76)が認められる。75はよく使い込まれており、SD

 274溝跡内から出土したものである。

 77はSK239土坑から出土した骨格器の格箆で、基部に紐通し用の孔がある。

 3木製品(第43図)

 第1・2次調査併せて、11箱相当の木製品が出土している。井戸跡に伴う曲物類をはじめ、

 漆器椀・箸・箆などの食器類、用途不明ながら農・工具と考えられる棒状や板状の加工品、

 それに下駄などの種が認められる。なお、実測掲載したのは遺存状態が良好で、ほぼ完形に

 近い極く一部のものに限ったことを付記してお.く。

 1はA区のSK39土坑底面から出土した漆器椀である。土圧により押し潰されて変形して

 いる。加飾は内外面ともに黒色漆を塗布した後、赤色漆で絵付けを施している。絵付けには

 赤色漆の濃淡による表現の相異が認められる。2・3は対になる漆器椀で、B区のSX107か

 ら出土したものである。外面黒色漆、内面は赤色漆で全面塗布される。

 4は底板を伴う小型の曲物である。側板はほぼ2周したところで、桜皮と推測される樹皮

 によって固定される。

 5は差歯下駄である。平面形が隅丸長方形を呈し、台形様の歯は先が摩耗して砂粒がくい

 込んでいる。
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 Vまとめと考察

 藤島D遺跡は藤島町の市街地である中町に所在し、藤島川や京田川によって形成された河

 間低地上に立地する。今回の調査は都市計画街路事業(県道改良工事)を原因としたもので、調

 査面積は第1・2次併せて2,280㎡を対象とした。以下に調査で得られた成果について要約し、

 若干の考察を加えてまとめとする。

 1)検出された遺構は、井戸跡・溝跡(溝状遺構)・大小の土坑と不定型状の落ち込みなど

 約120基を数えた。遺構分布の概観は、1次調査区では2箇所の集中区域が認められ、地

 盤の安定した微高地上を利用したものと認識された。一方、2次調査区では北西域にお

 いて井戸跡ほかの遺構がある程度まとまって検出された。

 2)井戸跡は3基確認され、井戸眼として曲物を設置する例と水道配管施設として竹管を

 敷設する例の2形態が認められた。18条登録した溝跡には、水路や区画溝としての性格

 を持つものの他、藤島城二の丸堀の一部の可能性も考えられるものも存在した。その他、

 土坑や竪穴状の遺構、落ち込みなど約110基余が検出され、本稿では主として構内から時

 期推定可能な遺物が出土したものについて概述した。

 3)2ヶ年の調査で出土した遺物は、土器・陶磁器・瓦器・土製品・石製品・金属製品・

 木製品・骨格器などで、整理箱にして38箱相当を数えた。分布の概観では、1次調査に

 おいて遺構内出土のものが大半であったのに対し、2次調査ではその大半が包含層から

 出土したものであった。これは、1次調査区は撹乱や整地等により遺物包含層が削平さ

 れたが、2次調査区域では包含層が遺存した結果と考えられた。

 4)陶磁器の器種は食器や調理・貯蔵器が一般的であり、瓦器には焙烙・手あぶり・炭壷

 などの暖房具を認めた。土製品に雛人形、石製品には硯・砥石・戸車など、木製品に

 椀・箸・曲物・下駄などの各器種が存在した。その他、玩具や文房具の類もあり、多種

 多様な内容が認められた。

 5)陶磁器や瓦器はいづれも国産のもので、在地系と搬入品が認められた。搬入品の生産

 地は珠洲・瀬戸・美濃・唐津・備前・肥前・有田・伊万里・相馬など、全国各地に及ん

 だ。年代的には藤島城創築にかかる14世紀のものから昭和戦後のものまでを含み、量的

 主体をなすのは18世紀後半～19世紀代の所産に比定される遺物であった。

 遺跡は「藤島城跡」の東方約300mに位置することから、その外郭とされる部分に当たる。遺

 跡発見の契機となった平成9年度の分布調査では、過去の盛土整地等が原因して中世の遺物

 包含層は削平されて遺存しないと推測された。今回の調査の結果、江戸時代以降の近世遺構

 が主体的に検出され、藤島城に関わる中世の遺構については判然としない状況であった。出

 土した遺物には14・15世紀に比定されるものも含まれるが、流れ込みなど二次堆積の要因が

 強いと思われる。当該期の遺構が存在した可能性は考えられるが、後世の整地や掘り込み等

 によって破壊されたと受け取られ、その様相は不明と言わざるを得ない。しかし、前述した
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 ごとく遺跡は藤島城の外郭部に当たり、立地環境から想定しても中世の街並みが存在してい

 たことが考えられる。また中世以降、近世の町が続いていたことは本調査からも実証され、

 現代に至るまで延々とした歴史のある町と言えるであろう。

 庄内平野のほぼ中央に位置する藤島の地は、穀倉地帯の中心的拠点として開けたとともに

 地理的に陸上交通や水運の要衝であった。このことは流通や交易の発達を想起させ、江戸時

 代に日本海を往来した「船前船」により、全国各地の物産が運ばれたことは想像に難くない。交

 易の実態は出土遺物の内容から裏付けられるとともに、当時の庶民生活をも彷彿させる。
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